
鄭成功を知る

　「日本と中国の絆」胡金定著
　　　～第五章　日中文化の絆より～



日中友好の先駆者・鄭成功の魂
【生い立ち】
１６２４年７月１４日長崎県平戸生まれ、父鄭芝龍、母田川マツ（平戸藩武士田川七左衛門の
娘　※田川氏は現在も続いている）
父鄭芝龍は中国明代の海商・海賊（福建省泉州市南安晋江安平出身）海上貿易商で２０歳から
平戸に居住。
１６３１年　鄭成功（幼名福松）７歳から福建省南安に渡り泉州四大学府「朱子祠」（別名石
井書院）に学ぶ。　名前を「森」と改名。
１６３８年　１５歳で院試に合格。
１６４１年　１７歳で妻を娶り、翌年息子の鄭経が生まれる。　
　　　　　　　　　　　　　　　※日本のオランダ商館長崎出島に移転
１６４３年　父鄭芝龍、福建都督になる　順治帝即位
１６４４年　南京の国子監大学（隋代からの最高学府）に入学し、師より「大木」の字を与え
られる。
　　　　　　父鄭芝龍、南安伯爵になる　



１６４４年　北京が反乱軍「李自成」に攻められ　崇禎帝景山で自殺。明滅亡
　　　　　　明「日本乞師」（きつし）※援軍要請を行う
満州族の清、ドルゴン親王指揮のもと李自成を破り北京入城清朝が政権を担う

明の復興を目指す遺臣たちが、南京で万暦帝の孫福王を擁立し弘光帝を立てる
が清軍に攻められ南京陥落し弘光帝処刑される。南京陥落時に守備していた鄭
芝龍の弟鄭鴻逵に拾われ、福建省に戻る際に朱聿鍵を同行し「隆武帝」となる。　
　
１６４５年　鄭成功２１歳の時初謁見した隆武帝（朱聿鍵）から一目で気に入
られ明皇帝の姓である「朱」姓、「成功」という名を賜る。そのことから「国
姓爺」と呼ばれるようになった。
１６４６年　鄭芝龍、清朝に降伏。隆武帝、福建省汀州で断食で命を絶つ。　　　　
弟が紹武帝として広州で即位。弘光帝の従弟が広東省で永暦帝として即位
１６４７年　鄭成功、反清の軍を起こす



隆武帝（朱聿鍵）の死後１６５５年、南明の永暦帝は鄭成功を「延平郡王」
に封じる。
１６４５年　福建省に移り住んだ母マツと十五年ぶりに再会を果たすが、
清朝軍の攻撃で泉州城陥落母マツは息子の「抗清復明」の立場を貫徹し自
害する。清軍に降伏投降した鄭芝龍とは対象的に最後まで忠誠を尽くした
マツの生涯は今も語り継がれている。
１６５０年　永暦帝、桂林陥落後放浪政権となる。
１６６２年　永暦帝、雲南で処刑される。明王朝が途絶える。　

　この時、息子の鄭成功は父と袂を分かち、母の遺志を受け継ぎ「抗清復
明」を旗印に戦い続ける。圧倒的な軍事力で福建省が攻撃され敗退するも
厦門、鼓浪嶼島、金門島を拠点として軍事力を蓄え１６６１年オランダに
占拠されていた台湾に侵攻し解放に成功した。台湾で漢民族初めての行政
府を設置したが、翌年１６６２年病に倒れ３８歳で生涯を閉じた。



人形浄瑠璃「国性
爺合戦」は、江戸
時代の劇作家　近
松門左衛門の代表
作の一つであり、
鄭成功死後５３年
後の１７１５年の
初演で連続１７か
月のロングランを
記録し、後に文楽
や歌舞伎でも上演
されている。

人形浄瑠璃「国性爺合戦」

近松門左衛門の代表作の一つ
鄭成功を題材とした全五段の作品。鄭
成功死後５３年目の１７１５年の初演
で連続１７か月にわたるロングランを
記録し、後に文楽や歌舞伎でも上演さ
れ現在に至るまで親しまれている。

近松門左衛門像



日本映画「国姓爺合戦」１９４０年１１月１９日上演

【スタッフ＆キャスト】原作：内田岐三雄　脚本：八尋不二　監督：
木村恵吾　撮影：高橋武則　音楽：佐藤顕雄　　　　　　　　出演：
市川右太衛門／大友柳太郎／芝田新／松浦妙子／桜緋紗子／高山広
子／逢初夢子

日中合作映画「英雄　国姓爺合戦」スぺクタル・アクション巨編
　
２００１年劇場公開　日中国交正常化３０周年記念　日活創立９０
周年記念作品として制作。母の田川マツを映画将軍で国際スターと
なった島田楊子が演じる。１０００人規模の人民解放軍がエキスト
ラ出演している。





今回で２度目の台湾縦断４日間の旅
　２０２３年１２月２２日～２５日

「高雄～台南～台中～台北を巡る旅」
面積は九州より少し小さな台湾　人口２３４２万人（２０２３年末時点）２０２３年の１年間で
約４２０万人の台湾人が訪日、５，６人に１人が日本訪れた計算、日本から台湾におよそ８５万
人が訪れている。

　※「高雄」の名の由来　元々は竹垣の意「打拘」（TAKAO）であったが同音の
京都の「高雄」から字をあてた。とガイドの呂さんから聞く。





高雄空港正面のモニュメント 高雄から台南に向かう途中で見た台湾新幹線



高雄港大港橋芝生に覆われた軌道は路面電車の線路
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ブティック アートギャラリー



　　　鄭成功を祀る延平郡王祠（台南市）　



延平郡王祠廟の前庭





国姓爺という名の由来と延平郡王の由来 鄭成功の歴史と伝説　出身とその教育







台南市にある『延平郡王祠』にあるパネル解説から

『鄭成功の歴史と伝説
台湾の文化史では、鄭成功は歴史の英雄、民族の祖先、地方の祭神、そして
神話的人物の色彩を帯びている。また、鄭成功は唯一、異なる王朝から官位
を授けられ、民衆の尊敬を集めた歴史上の人物でもある。その業績は中国、
日本、台湾などの地に連なっている。１７世紀、鄭成功をリーダーとする政
治経済の集団はアジアで唯一、海洋で強権を振るう西洋のオランダを撃退し、
国際契約を締結して東アジアの貿易を制するなど、実質的に政治と経済を支
配していた。
　鄭成功は台湾を切り拓いて行政区域を設置し兵士を各地に駐屯させて
開墾と耕作を進めた。また海洋貿易を発展させ漢人を主とする移民社会を打
ち立てるなど大きな業績を上げた。台湾に上陸し、わずか１年余りで世を
去ったが、台湾の歴史と文化の発展に計り知れない影響を与えた。
人々はオランダ人を駆逐し辺境の地を開拓した鄭成功の功績に感謝し、讃え
て特に台湾の「開山王」「開山聖王」と尊敬する。』





• 厦門のコロンス島の鄭成功像



延平郡王祠廟の鄭成功像 延平郡王祠廟内に祀られる鄭成功



生誕４００年・平戸生まれの「中台の英雄」鄭成功で見る“初夢”　　　　
～飯田数郎・元RKB解説委員長～　2024年1.4のラジオ番組で語る

「鄭成功の生涯を紹介しつつ、中国、台湾問わず鄭成功はヒーローだが、中
台の間となると、台湾統一という問題を避けられない。～中略～今年迎える
鄭成功生誕400周年を利用・活用してもよいのではないか。例えば7月に平戸
で開かれる鄭成功生誕祭に合わせて、中国と台湾の政府文化部門の高官が平
戸で顔を合わせて鄭成功について語る、、、など。ちなみに、（台湾次期総
統の）頼清徳氏は鄭成功が上陸した台南市長を経験している。
一方習近平氏は、鄭成功が青年期を過ごした福建省のトップを務めていた。
そういう意味では2人とも、鄭成功とは「縁」がある。
　日本がホストになって実現する中台首脳会談。「平戸で中台首脳会談」＝
それが最高だが、そこまで行くと現段階では「実現しない初夢」で終わって
しまう。ただ、中台が共有できる歴史や文化は話し合いの入り口になるだろ
う。私はそんな「初夢」を頭の中で描いてみた。



人生を彩る
出会いと「縁」
の不思議

２０１７年２月１５日　甲
南大学まで胡金定先生を訪
ねる（渡部哲則氏と）



• 2019/11/1～5  
•胡金定教授と巡る中国世界遺産 旅行
•「曲阜・泰山と北京」５日間
• 　　　　　　　　　　　　



２０２０年２月１０日　一般社団法人「日中文化振興事業団」入会

２０２１年４月４日　「第２回日中友好コンサート」in 三田　副実行委員長で参加



2021/3/17～19

 九州北部「日中
交流の絆」と　
「藩校の遺産」


